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れを意識していないと開かれた建築にはなりにくい。
もっと活用できるソフトがあるのではないかと思って
います。選定過程の公開審査の時、中里村の人
たちは大勢参加しました。でも、議論の内容を本
当にわかっていたのかなという疑問もあります。
もっと住民にわかりやすい説明の仕方やプロセスが
あってよかったと、強く感じました。それで計画づく
りから市民参加でやろうという流れになりました。

住民参加型には限界も可能性もある
─「邑楽町庁舎＋多目的施設」では住民参加
で計画を行っても、首長交代で計画が白紙撤回
されました。建築は誰のものなのかという問題に
もつながります。（川添）

新井　最優秀の山本理顕設計工場が実施設計
を終え、入札公告をしてから入札日の間に選挙が
あり、町長交代で計画案もひっくり返りました。理
由は簡単で「安くしましょう」と。
　町民が参加して計画をつくっていたので、住民
の信任を得た事業だから反対されるはずはないと、
前町長は思ったのかもしれません。広報やHPに
計画の進捗を逐一載せていましたが、参加してい
た委員はたかだか40人程度です。将来まちをどう
していくのか、子どもたちが大きくなった時に庁舎
をどう使うかと真剣に議論していても、ほかの住
民には通じていなかったのだと痛感しました。建
築の専門家は、それよりもはるか遠いところを見据
えて提案しているのですが、そういうところが行政
にも住民にもなかなか伝わらない難しさがあります。
今すぐは難しいけれど、小さい時から景観や社会
環境について感性を磨く教育環境が必要ではな
いかと。長い年月をかけても、そういうことがわか
る人材を増やす必要があると思います。

建築の専門性をいかに担保できるか
─建築の専門性を担保し、その価値判断をひ

ろく共有していくという難しい課題ですね。どのよ
うに対応してきたのですか。（川添）

新井　設計者はプランのなかで複雑な問題を解
決しているにもかかわらず、何もわかっていない
人が「変えたい」と言うことがあります。だから、ま
ず住民の合意形成を行う時は、かたちに関しては
プロが決めると徹底して説明しました。「こうしてほ
しいではなく、なぜそれが必要かを伝えてくださ
い」と。
　役所でも、上層部が内容を理解せずに「見直
す」と言う場合があります。担当者が設計者の案
をきちんと上司に説明できずに「上司が言っている
のでどうにかなりませんか」と（苦笑）。計画内容を
説明して首長に理解してもらう過程を経ることは、
職員にとっては大変なわけです。そういう面倒なこ
とを避けようとする空気感がある。ですから必ず設
計者が首長に直接説明するようにしています。一見

「えっ」と驚くような斬新な案でも、首長のようなトッ
プに立つ人は、きちんと説明すれば理解するんで
す。
─設計者と住民をつなぐ専門職をもうけるなど
制度改革は有効でしょうか？（有岡）

新井　専門職はあった方がよいと思いますが、制
度だけでは形骸化するおそれがある。住民参加も
同じで、やればよいわけではない。
─従来の制度が建築を「ハコモノ」にしてきた
と思います。先に施設の目的や利用方法を考え
ない後付けの運営では限界があります。設計者
選定から施設の運営まで、方法論化はできると
思いますか？（羽鳥）

新井　設計者選定だけに関して言えば、ある程
度のノウハウがありますから、相談をされれば、こ
うやった方がよいということは自信を持って言えま
す。けれども、その後、建物がどう使われるかに
関しては、一朝一夕にはうまくはいかない。です
から、いろんな人に共感してもらうために、設計

の前にも設計中にも十分な時間をかけて目指す方
向を共有してつくるのがよいと思います。
　例えば、「共愛コモンズ」は幸せな建築だと思い
ます。施主の使い方に対するイメージが最初から
はっきりしていて、設計者の乾久美子さんがそれ
に対してきちんと答えを出す。打ち合わせには毎
回学長も出席し、トップが計画内容を理解しなが
ら計画が進んでいきました。設計期間は短かった
のですが、施主側の要望がはっきりしていること、
設計のプロセスが断絶せず利用者と設計者がお
互いに空間をよくしようとすること。これがよい建築
をつくるひとつの要件ではないでしょうか。

当事者意識をもって楽しくつくる
─これからの「公共的建築」にアドバイスをお
願いします。（川添）

新井　一言でいうと「ウエルカムな建築」です。つ
まり開く。建物のかたちだけではなく、使う人も懐
の深い気持ちを持って建築にかかわっていくことが

「公共的」建築には必要だと思います。
─設計から施工、運用の建築のプロセスを初
めて体験する人は、その先が見えづらいもので
す。どうすれば先をイメージしつつ、モチベー
ションを維持できるでしょうか。（大村）

新井　明確な方法論にするのは難しいですが、
ただ言えるのは実際に一緒にやっていくということ
でしょうか。基本的に言葉だけでは通じなくて、と
りあえず一緒に楽しくやる。私たちもただ自分たち
が楽しいことをやっていたんですよね。雑誌でし
か見たことがなかった建築家の方 に々直接話を聞
いたりと、面白い体験でした。まちづくりというの
は、実はそういうことなのかもしれません。当事者
が楽しくないと継続しませんから。

 2015年12月22日、建築会館にて

 聞き手＝川添、有岡、大村、羽鳥（会誌編集委員）

表1　新井氏らがかかわり群馬県内で行われた設計者選定一覧［『建築雑誌』HP（http://jabs.aij.or.jp/）にて拡大してご覧いただけます］

主催（当時） 所在地（現在） 区分 募集範囲 登録数 提出数 審査委員長 最優秀者
妙義山公衆トイレ 1998 群馬県 富岡市 指名 県内 8 行政内部委員 唐澤建築計画研究室
万座公衆トイレ 1999 群馬県（環境省） 嬬恋村 公募 県内 不要 20 中川武 唐澤建築計画研究室
鹿沢園地自然学習施設整備 2000 群馬県（環境省） 嬬恋村 指名 全国 8 中川武 平倉直子
吉井町庁舎 2000 吉井町 高崎市 指名 全国 7 高橋靗一 山下設計
中里村庁舎 2000 中里村 神流町 公募 全国 729 346 中川武 古谷誠章
富弘美術館 2001 勢多東村 みどり市 公募 国際 4299 1211 伊東豊雄 ヨコミゾマコト
邑楽町庁舎＋多目的施設* 2002 邑楽町 邑楽町 公募 全国 1249 335 原広司 山本理顕
鬼石町多目的ホール 2003 鬼石町 藤岡市 公募 全国 873 309 鈴木了二 妹島和世
安中環境アートフォーラム* 2003 安中市 安中市 公募 国際 1408 395 原広司 藤本壮介
平標山の家 2003 群馬県 みなかみ町 公募 全国 不要 13 古谷誠章 テック建築設計事務所
高崎市桜山小学校 2006 高崎市 高崎市 指名 全国 6 石田敏明 古谷誠章
さくらの里施設整備 2007 群馬県 下仁田町 公募 県内西部 39 21 行政内部委員 エムロード環境造形研究所
ぐんま総合情報センター 2008 群馬県 東京都銀座 公募 全国 221 107 古谷誠章 アトリエインク
赤城森林公園施設整備 2008 群馬県 前橋市 公募 県内中部 17 10 行政内部委員 ライブ環境建築設計
道の駅よしおか温泉 2008 吉岡町 吉岡町 指名 全国 7 栗生明 宮崎浩プランツアソシエイツ
農業技術センター 2009 群馬県 伊勢崎市 公募 全国 191 151 古谷誠章 サルハウス
中央児童相談所 2009 群馬県 前橋市 公募 県内 20 17 石田敏明 プロットデザイン
敷島公園バスターミナル 2009 群馬県 前橋市 指名 全国 5 佐々木葉 西村浩ワークヴィジョンズ
精神医療センター医療観察法病棟 2010 群馬県 伊勢崎市 公募 全国 39 36 中山茂樹 共同建築設計事務所
元総社県営住宅 2010 群馬県 前橋市 公募 県内 21 19 渡辺真理 エムロード＋山本理顕
共愛学園前橋国際大学4号館（共愛コモンズ） 2010 学校法人共愛学園 前橋市 公募 全国 463 321 倉田直道 乾久美子
前橋市美術館（アーツ前橋） 2010 前橋市 前橋市 公募 全国 175 130 石田敏明 水谷俊博
上州富岡駅舎 2011 群馬県 富岡市 公募 全国 491 359 隈研吾 武井誠＋鍋島千恵／TNA
沼田市生方記念文庫 2011 沼田市 沼田市 公募 全国 247 154 渡辺真理 岸和郎
富岡市新庁舎 2012 富岡市 富岡市 公募 全国 56 50 大野秀敏 隈研吾
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